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平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
「炎感知器」の現有数は１３３基であり、平成１８年度中は５地区
で１５基を設置し、運用した。
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評    価　（　成　果　）

課    題

「炎感知器」の設置後、設置場所では放火火災が発生してい
ないことから、放火火災抑止の効果は大きい。また、事業は地
域住民による自主・自発的な防火・防犯活動に対する意識づ
け、取組みの促進にも効果が期待され、安全・安心なまちづく
りの推進となる。

　地域住民への効果的な炎感知器のＰＲ方法と自発的な設置
へ向けた働きかけが今後の課題である。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
平成15年10月から「炎感知器」49個により試行的に実施。
「炎感知器」設置期間中及び設置後について、放火の発生は
ない。

「炎感知器」の設置実績をベースとし連続放火火災等緊急対
応用として必要な最低基数及び、各種行事等において多くの
市民にその有効性を理解してもらうためのＰＲ用として84基を
増強し各消防署へ配置した。
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＜年 度 別 の 事 業 内 容＞この事業は、連続放火が懸念される町内会等に一定期間炎感知器の
貸出し、ゴミステーション等の放火危険箇所に設置して放火火災の防
止を目的としている。また、「炎感知器」の有効性を広め、地域住民が
自ら購入・設置する契機とする。

放火火災防止対策の強化
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全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定
ソフト面での施策である「札幌市放火防止対策戦略プラン」と連動して地域ぐるみで放火火災の撲滅を目指す。
「炎感知器」の効果をさらに広めるため、機器の増強及び積極的な貸出しを行う。

施策体系ｺｰﾄﾞ その他 事 業 名
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放火火災防止対策費 臨時 枠外

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳
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事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名 放火火災防止対策の強化施策体系ｺｰﾄﾞ
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（単位：千円）


